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８
月
２
日(

金)

、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
国

釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
で

有
林
で
、
公
募
で
集
ま
っ
た
親
子
２
７
名
の
参
加

「
親
子
木
工
教
室
」
に
参
加

を
得
て
「
夏
休
み
親
子
森
林
体
験
ツ
ア
ー
」
が
、

８
月
４
日(

日)

、
釧
路
市
こ
ど
も
遊
学
館
の

根
釧
西
部
森
林
管
理
署
と
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
木
工
教
室
」
が
行
わ

た
。

れ
、
当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
北
海
道
の

当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

郷
土
樹
種
で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
の
板
を
材
料
と
し

や
ド
ン
グ
リ
等
を
材
料
と
し
た
「
飾
り
炭
」
の
作

た
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
」
作
り
を
担
当
し
ま

成
を
担
当
し
、
現
地
へ
出
発
す
る
前
に
、
炭
に
す

し
た
。

る
材
料
を
選
ん
で
も
ら
い
、
缶
へ
詰
め
て
も
ら
い

当
日
は
、
親
１
３
名
・
子
ど
も
１
６
名
、
計

ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、
初
め
て
見
る
マ
ツ
ボ
ッ

２
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
初
め
て
使
う
ノ
コ
ギ

ク
リ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
「
こ
の
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ

リ
に
苦
労
し
な
が
ら
、「
木
の
輪
切
り
や
小
枝
、

は
、
ど
ん
な
木
に
付
い
て
い
る
の
で
す
か
？
。
」

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
等
」
の
自
然
素
材
を
用
い
て
、

な
ど
、
職
員
へ
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ス
で
パ
イ
ロ
ッ

飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
開
始
か
ら
、
１
時

開
会
式
の
後
、
バ
ス
に
乗
込
み
高
性
能
林
業
機

ト
フ
ォ
レ
ス
ト
ま
で
移
動
し
、

間
で
完
成
さ
せ
る
子
が
い
た
り
、
参
加
し
た
親

械
が
稼
働
し
て
い
る
伐
採
現
場
を
訪
ね
、
作
業
を

望
楼
か
ら
の
カ
ラ
マ
ツ
林
を
眺

子
全
組
が
、
終
了
予

見
学
し
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
、
丸
太
が

望
し
た
他
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や

定
時
間
前
に
は
完
成

生
産
さ
れ
る
様
子
に
、
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し

ド
ン
グ
リ
、
木
の
枝
や
端
材
を

さ
せ
、
工
夫
を
凝
ら

た
。
そ
の
後
、
機
械
の
キ
ャ
ビ
ン
に
搭
乗
す
る
と
、

使
っ
た
「
森
林
の
小
物
づ
く
り
」

し
て
作
り
上
げ
た
「
ウ

盛
ん
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
、
楽
し
ん
で
い

や
「
木
製
コ
ー
ス
タ
ー
」
を
作

エ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
」

ま
し
た
。

成
し
ま
し
た
。

や
「
写
真
立
て
」
を

最
後

笑
顔
で
持
ち
帰
り
ま

に
、
焼

し
た
。

上
が
っ

親
子
で
の
共
同
作

た｢

飾

業
は
、
夏
休
み
の
楽

り

炭｣

し
い
１
日
と
な
っ
た

を
プ
レ

こ
と
と
思
い
ま
す
。

ゼ
ン
ト

し
て
、

１
日
の

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

を
終
了

し

無

事
、
帰

路
に
つ

き
ま
し

た
。

▽ マツボックリ等を選んでいる様子

▽ 焼きあがった「飾り炭」の様子

▽ 「森林の小物づくり」の様子

▽ 作品作りの様子

▽ 完成した作品の様子 ▽ 完成した作品の様子
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れ
て
い
る
水
質
調
査
を
体
験
し
な
が
ら
、
水
の
中

に
は
目
に
は
見
え
な
い
た
く
さ
ん
の
要
素
が
あ
る

８
月
２
２
日(

木)

、
標
茶
町
立
中
茶
安
別
小
中

こ
と
や
、
水
は
循
環
す
る
途
中
で
水
質
が
刻
々
と

学
校
の
学
校
林
で
、
全
校
児
童
生
徒
２
６
名
が
参

変
化
す
る
こ
と
等
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
質

加
し
「
夏
の
学
校
林
活
動
」
が
行
わ
れ
、
当
ふ
れ

調
査
前
は
、
見
た
目
か
ら
、
学
校
林
の
池
は
汚
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
講
師
と
し
て
職
員
２
名

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
子
供
た
ち
で
し
た
が
、
実

が
参
加
し
ま
し
た
。

は
想
像
以
上
に
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

今
回
の
学
校
林
活
動
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

年
度
当
初
の
学
校
と
の
打
合
せ
の
際
、
学
校
林
内

当
該
池
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
、
保
護
林

に
あ
る
池
を
題
材
と
す
る
環
境
教
育
を
行
っ
て
ほ

が
設
定
さ
れ
て
い
る
別
寒
辺
牛
湿
原
へ
注
ぎ
込
ん

し
い
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
森
林
の
有
す
る
水

で
お
り
、
最
終
的
に
は
カ
キ
の
養
殖
が
盛
ん
な
厚

源
か
ん
機
能
等
の
学
習
と
併
せ
て
、
外
部
講
師
を

岸
湖
に
達
し
て
い
ま
す
。

招
き
、
池
の
水
質
調
査
を
通
し
て
「
水
質
と
は
何

森
林
の
働
き
の
中
の
「
森
林
生
態
系
で
の
水
循

か
？
」
や
「
水
の
大
切
さ
」
を
学
習
し
ま
し
た
。

環
」
に
つ
い
て
、
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
よ
り

子
ど
も
た
ち
は
各
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

深
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
１
日
と
な
っ
た
こ
と
と

３
箇
所
の
地
点
で
採
水
し
た
水
を
、
実
際
に
行
わ

思
い
ま
す
。

雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

自
主
活
動

８
月
２
１
日(

水)

、
今
年
度
第
２
回
目
の
雷
別

ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
の
自
主
活
動
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、
マ
ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
の
除

草
と
施
肥
を
行
い
ま
し
た
が
、
釧
路
市
内
と
し
て

は
暑
い
日
で
、
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
３
回
目
の
自
主
活
動
は
、
１
０
月
１
６
日

(
水)

で
す
。
マ
ル
チ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
の
越

冬
準
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

９月の予定

① ９月１･８日

－京都大学等実習支援

（パイロットフォレスト国有林）

② ９月15日（日）

－カミング・パラダイス

（白糠町商店街）

③ ９月17日（火）

－ボランティア植樹

（雷別国有林）

④ ９月18日（水）

－第３回 雷別ドングリ倶楽部

（雷別国有林）

⑤ ９月26日（木）

－きらっと23の会森林活動支援

（パイロットフォレスト国有林）

釧
路
湿
原
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推
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ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

当
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
業
務
内
容
や
雷
別
地
区
自
然

再
生
事
業
の
実
施
状
況
を
は
じ
め
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
予
定

や
釧
路
地
域
の
自
然
状
況
な
ど
を
写
真
を
通
じ
て
紹
介
す
る

「
写
真
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
等
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
是
非
、
ご
覧
下
さ
い
。
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▽ 網倉所長の解説の様子

▽ 採水の様子

▽ 水温測定の様子

当ふれあい推進センターは、国有林をフィールドとして、北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取組むＮＰＯ等の活動支援、
森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

釧路湿原森林ふれあい推進センター
〒085-0825 北海道釧路市千歳町６番11

【IP】050-3160-5787【TEL】0154-44-0533【FAX】0154-41-7305
【E-mail】h_kusiro_f@rinya.maff.go.jp
【URL】http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html


